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　市川市議会では、年４回の各定例会で、交渉会派（所属議員３人以上の会派）の代表が市長提出議案等そ

の他市政全般について問う代表質問を行います。６・９・12 月定例会における各会派の発言時間は、原則

３日間の総会議時間を、質問通告のあった会派の所属人数に応じて割り振って決定します。質問は総括質問

者が行う他、補足質問者を立てることができます。ここでは、会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

※ 12 月定例会の代表質問は 11 月 28 日に通告を締め切り、12 月２日から３日間の日程で行いました。

広
場
や
中
央
広
場
な
ど
が
整
備

さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
開
発
事
業
に
伴
い
、

当
該
道
路
を
無
電
柱
化
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
令
和
４
年
８
月
に
策
定
し

た
「
市
川
市
無
電
柱
化
推
進
計

画
」
に
お
い
て
、
市
は
当
該
道

路
（
市
道
０
２
１
６
号
）
を
優

先
整
備
路
線
に
選
定
し
て
い
る
。

当
該
道
路
に
つ
い
て
は
、
本
開

発
事
業
に
伴
い
利
用
者
の
増
大

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
の
重
点
整
備
地
区
に

当
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
お
お

む
ね
10
年
以
内
に
無
電
柱
化
に

着
手
す
べ
き
路
線
に
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
は
、
無
電
柱
化

の
実
現
可
能
性
や
整
備
手
法
の

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

令
和
４
年
10
月
、
若
宮

２
・
３
丁
目
南
側
の
住
民
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
食
料
品
店
が

閉
店
し
た
。
同
地
区
は
最
寄
り

の
バ
ス
停
ま
で
距
離
が
あ
り
、

買
い
物
の
た
め
に
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者

が
多
い
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な

状
況
へ
の
対
応
と
し
て
移
動
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

同
時
に
高
齢
者
の
運
動
す
る
機

会
も
増
え
、
健
康
の
維
持
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

路
線
バ
ス
柏
井
線
の
ル
ー
ト
を

一
部
変
更
し
、
同
地
区
周
辺
に

バ
ス
停
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答　
市
と
し
て
は
、
交
通
の
便

が
悪
い
地
域
の
解
消
や
高
齢
者

等
の
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
に

よ
る
市
民
の
利
便
性
向
上
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

地
域
住
民
の
合
意
形
成
が
な
さ

れ
、
ル
ー
ト
変
更
の
要
望
書
が

市
に
提
出
さ
れ
る
な
ど
し
た
場

合
に
は
、
市
か
ら
バ
ス
の
運
行

事
業
者
に
要
望
書
を
提
出
す
る

と
と
も
に
、
ル
ー
ト
の
変
更
に

当
た
っ
て
生
じ
る
課
題
へ
の
対

応
方
法
に
つ
い
て
、
事
業
者
と

意
見
交
換
を
す
る
な
ど
し
、
調

査
・
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
現
在
、
柏
井
町
１
丁
目
に

あ
る
民
間
事
業
者
の
社
員
寮
約

10
棟
の
解
体
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
社
員
寮
の
延
べ
床
面

積
は
約
２
万
１
０
３
㎡
と
広
大

で
、
解
体
後
の
跡
地
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
柏
井
町
全
域
の
住

民
に
と
っ
て
非
常
に
重
大
な
関

心
事
で
あ
る
た
め
、
市
は
事
業

者
に
対
し
、
跡
地
の
再
利
用
計

画
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
跡

地
に
は
物
流
倉
庫
が
で
き
る
と

の
話
も
聞
か
れ
、
交
通
量
増
加

の
問
題
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
、
跡
地
の
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
当
該
地
は
第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
交
通
問
題
な
ど
が
懸
念
さ

れ
る
物
流
倉
庫
等
は
建
築
で
き

ず
、
ま
た
、
高
さ
が
10
ｍ
を
超

え
る
建
築
物
も
原
則
と
し
て
建

築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

当
該
社
員
寮
解
体
後
の
跡
地
は

約
２
・
６
ha
と
広
大
で
、
地
元

住
民
の
住
環
境
な
ど
に
も
大
き

な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
跡
地
の
再
利
用
計
画
に

お
い
て
、
地
元
住
民
の
住
環
境

の
保
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
土
地

所
有
者
で
あ
る
民
間
事
業
者
と

協
議
・
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

問　
公
共
施
設
な
ど
に
愛
称
を

付
け
る
権
利
で
あ
る
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
は
、
施
設
の
完
成
前

に
取
得
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ

る
。
完
成
ま
で
の
間
、
マ
ス
コ

ミ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
で
取
得
し
た
企
業
の
知
名
度

が
上
が
る
の
で
あ
っ
て
、
完
成

後
に
取
得
し
た
の
で
は
注
目
度

が
下
が
り
、
全
く
価
値
が
な
い
。

そ
の
点
、
北
広
島
市
の
「
エ
ス

コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
」
の
例
は
大
変
参
考
に

な
る
。
整
備
予
定
の
国
府
台
公

園
野
球
場
に
つ
い
て
は
、
完
成

の
１
年
前
に
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
制
度
を
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
国
府
台
公
園
に
お
い
て
は
、

平
成
21
年
に
国
府
台
市
民
体
育

館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
公

募
を
実
施
し
た
が
、
企
業
か
ら

の
応
募
は
な
く
、
結
果
と
し
て

制
度
の
導
入
に
は
至
ら
な
か
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、
現

在
で
は
公
募
条
件
な
ど
を
整
理

し
た
上
で
同
制
度
を
導
入
で
き

る
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
考
え

て
い
る
。
導
入
に
つ
い
て
は
、

工
程
の
精
査
と
、
設
計
の
進
捗

を
見
極
め
つ
つ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
公
募
条
件
の
整
理
な
ど
を

行
い
、
精
査
し
て
い
き
た
い
。 指定管理者制度の導入が検討されている斎場の外観整備工事完了後の国府台公園野球場（イメージ）

京
葉
ガ
ス

市
川
工
場
跡
地

路
線
バ
ス
の

ル
ー
ト
変
更

社
員
寮
解
体
後

の
土
地
活
用

ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ

問　
市
川
駅
南
口
の
京
葉
ガ
ス

市
川
工
場
跡
地
の
開
発
に
つ
い

て
は
、
京
葉
ガ
ス
株
式
会
社
よ

り
、「
中
高
層
都
市
型
住
宅
を

中
心
と
し
た
潤
い
あ
る
緑
豊
か

な
街
づ
く
り
」
を
開
発
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
事
業
計
画
が
示
さ

れ
た
。
当
該
計
画
に
お
い
て
は
、

市
川
駅
南
口
か
ら
産
業
道
路
に

続
く
道
路
沿
い
に
、
地
域
貢
献

施
設
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
及
び

商
業
施
設
な
ど
の
ほ
か
、
運
動

創

生

市

川

稲
葉
　
健
二

国
松
ひ
ろ
き

石
原
た
か
ゆ
き

小
泉
　
文
人

加〔
総
括
質
問
者
〕

藤
　
武
央

松
永
　
修
巳

岩
井
　
清
郎

78
％
、
市
内
の
町
内
会
長
の
う

ち
女
性
の
割
合
は
約
12
％
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
数
字
を
見
て

大
き
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
解

消
に
向
け
、
今
後
の
職
員
の
意

識
改
革
と
市
長
の
決
意
を
問
う
。

答　
今
後
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
の
解
消
に
向
け
た
更
な
る

取
り
組
み
と
し
て
、
会
計
年
度

任
用
職
員
を
含
め
、
全
職
員
を

対
象
に
職
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
に
関
す
る
意
識

調
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
調
査
の
実
施
と
調

査
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
一
人
一

人
に
、
職
場
内
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
気
付
か
せ
、

職
員
の
意
識
改
革
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
本
市
に
お
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
能
力
の
あ
る

女
性
職
員
が
次
々
と
出
て
き
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
な

施
策
を
考
え
て
、
こ
れ
か
ら
粘

り
強
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
内
に
は
、
７
４
５
棟
の

マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震

基
準
の
も
の
は
約
３
割
を
占
め

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、

令
和
２
年
６
月
に
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
が
、

同
法
の
改
正
に
向
け
た
市
の
計

画
と
支
援
の
考
え
を
問
う
。

答　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
支
援

と
し
て
、
同
法
が
改
正
さ
れ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
同
制
度
は

管
理
適
正
化
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
適
切
な
管
理
計
画
を
有
す

る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
自
治
体
が
認

定
す
る
も
の
で
、
自
治
体
は
実

態
を
把
握
で
き
る
等
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
市
も
県
や
近
隣
市
の

動
向
を
踏
ま
え
、
同
計
画
の
策

定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
市
で
は
管
理
組
合

に
無
料
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
を
派
遣
し
、
様
々
な
相
談
に

応
じ
る
な
ど
し
て
お
り
、
今
後

は
更
な
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震

促
進
等
に
向
け
、
国
の
政
策
等

を
注
視
し
な
が
ら
、
施
策
の
拡

充
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

問　
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い

て
、
他
市
で
は
外
部
委
託
な
ど

で
人
件
費
を
安
く
抑
え
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
、
利
益
を
上

げ
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
実
態

が
あ
る
と
聞
く
。
今
後
本
市
で

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
斎

場
、（
仮
称
）
八
幡
複
合
施
設

で
同
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
同
制
度

に
つ
い
て
本
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
こ
れ
か
ら
の
公
の
施
設
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
直
営

だ
け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
な

ど
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
も
必

要
な
視
点
で
あ
る
。
ま
た
、
施

設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

費
用
対
効
果
の
視
点
や
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
な
ど
の
観
点

か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
直
営
や
、

民
営
化
、
指
定
管
理
者
な
ど
を

含
め
、
最
も
適
し
た
方
法
を
選

択
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
も
、
指
定
管
理
者
に

よ
る
運
営
が
望
ま
し
い
と
考
え

ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
手
法

を
含
め
、
他
市
の
事
例
を
研
究

す
る
な
ど
、
導
入
に
向
け
て
は
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

の
計
画
と
支
援

指
定
管
理
者
制
度

問　
現
在
、
庁
内
の
非
正
規
労

働
者
の
う
ち
女
性
の
割
合
は
約

日 
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